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般
廃
棄
物
の
恒
久
的
な
安
定
処
理
を
実
現
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仙
南
広
域
行
政
事
務
組
合
で
、
市
内

黒
岩
地
区
に
建
設
が
進
め
ら
れ
て
い
た

「
仙
南
最
終
処
分
場
」
が
こ
の
ほ
ど
完

成
い
た
し
ま
し
た
。

　
こ
の
施
設
は
、
生
活
環
境
の
保
全
と

公
衆
衛
生
の
向
上
の
観
点
か
ら
、
地
方

自
治
体
に
課
せ
ら
れ
た
廃
棄
物
の
適
正

な
処
理
と
し
て
、
住
民
の
日
常
生
活
に

欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
行
政
の
一
つ
の

仕
事
で
す
。
特
に
、
最
終
処
分
場
は
、

ご
み
処
理
過
程
の
最
後
を
締
め
く
く
る

施
設
と
し
て
重
要
な
も
の
で
、
そ
の
早

期
な
建
設
が
望
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　
施
設
建
設
に
当
た
り
ま
し
て
は
、
地

域
住
民
の
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
も

と
に
国
庫
補
助
事
業
で
平
成
八
年
度
、

九
年
度
の
ニ
カ
年
の
継
続
事
業
と
し
て

建
設
が
進
め
ら
れ
一
月
末
に
落
成
式
を

迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
も
の
で
す
。

　
最
終
処
分
場
は
、
近
代
的
な
管
理
型

の
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
で
、
埋
立

地
の
遮
水
材
と
し
て
は
腐
食
性
や
耐
久

性
等
に
優
れ
た
高
密
度
ポ
リ
エ
チ
レ
ン

シ
ー
ト
を
採
用
し
、
さ
ら
に
は
漏
水
検

知
シ
ス
テ
ム
の
導
入
、
高
度
処
理
設
備

を
備
え
た
浸
出
水
処
理
施
設
な
ど
、
各

所
に
最
新
技
術
が
取
り
入
れ
ら
れ
、
防

災
調
整
池
を
備
え
臼
然
環
境
の
保
全
に

も
万
全
を
期
し
た
施
設
と
な
っ
て
い
ま

す
．
こ
の
施
設
の
完
成
に
よ
り
、
家
庭

等
か
ら
出
る
ゴ
ミ
が
恒
久
的
に
安
定
処

理
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

施設の概要

f里立方芭言隻　　フi見1莫　　；敦土也面不責　　　141，000nf

　　　　　　　　埋立地面積　　24，000nf

　　　　　　　　埋立容量　　146，000nf

埋立期間　13年間

遮水シート　高密度ポリエチレンシート（厚さ1．5㎜

漏水検知システム　E　E　L（漏水検地）システム

埋立物　　組合所有の施設から排出される

　　　　　焼却灰及び残渣物

浸出水処理施設

処理方法　回転円盤方式

処理能力　60nf／日
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▲埋立地と防災調整池

『
自
石
市
空
き
缶
等
の
散
乱
の
防
止
に
関
す
る
条
例
』
を
制
定

市
内
全
域
「
ポ
イ
捨
て
」
禁
止

　
清
潔
で
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

　
市
内
の
い
た
る
と
こ
ろ
で
空
き
缶
や

吸
い
殻
な
ど
の
、
い
わ
ゆ
る
「
ポ
イ
捨

て
ご
み
」
の
散
乱
が
目
立
ち
ま
す
。

　
昨
年
六
月
か
ら
市
内
各
地
で
開
催
し

て
い
る
「
市
民
と
市
長
の
ふ
れ
あ
い
ト

ー
ク
」
の
中
で
も
、
ポ
イ
捨
て
禁
止
条

例
の
制
定
を
望
む
意
見
が
多
い
こ
と
か

ら
、
市
は
諸
団
体
と
の
意
見
交
換
会
を

開
催
す
る
な
ど
を
し
て
、
条
例
の
検
討

を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
第
三
〇
二
回
白
石
市
議
会

定
例
会
に
お
い
て
「
白
石
市
空
き
缶
等

の
散
乱
の
防
止
に
関
す
る
条
例
」
が
可

決
さ
れ
平
成
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行

し
ま
す
。

　
こ
の
条
例
は
、
市
・
市
民
・
事
業
者

等
が
一
体
と
な
り
、
地
域
の
環
境
美
化

を
推
進
す
る
も
の
で
す
。

　
条
例
の
基
本
的
考
え
方

　
空
き
缶
等
の
散
乱
を
防
止
す
る
た
め

に
は
、
市
民
や
来
街
者
一
人
一
人
の
モ

ラ
ル
の
向
ヒ
が
不
可
欠
で
す
。

　
し
か
し
、
単
に
モ
ラ
ル
の
向
上
と
い

う
だ
け
で
な
く
、
市
・
市
民
・
事
業
者

等
が
そ
れ
ぞ
れ
の
責
務
を
果
た
す
こ
と

に
よ
り
社
会
的
な
仕
組
み
と
し
て
、
散

乱
し
に
く
い
、
き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
そ
し
て
、
そ
の
原
点
と
な
る
の
が
地

域
の
皆
さ
ん
の
「
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
、

自
分
た
ち
で
き
れ
い
に
し
て
い
く
」
と

い
う
熱
意
と
地
道
な
努
力
で
す
。

　
こ
の
条
例
は
、
こ
の
よ
う
な
地
域
の

皆
さ
ん
の
美
化
活
動
を
一
層
促
進
し
支

援
す
る
と
と
も
に
、
市
と
し
て
も
最
大

限
の
努
力
を
し
て
い
こ
う
と
す
る
も
の

で
す
。
ま
た
、
「
ポ
イ
捨
て
行
為
」
に

つ
い
て
は
、
市
内
全
域
に
お
い
て
禁
止

す
る
旨
を
明
確
に
し
、
そ
の
よ
う
な
行

為
に
対
す
る
意
識
改
革
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。
特
に
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
美
化

へ
の
努
力
を
無
に
す
る
よ
う
な
心
な
い

「
ポ
イ
捨
て
行
為
」
に
は
、
最
終
的
な

担
保
と
し
て
罰
則
を
導
入
し
ま
す
。

　
こ
の
条
例
で
ポ
イ
捨
て
禁
止
の
対
象

と
な
る
「
空
き
缶
等
」
と
は
、
空
き

缶
・
空
き
瓶
・
そ
の
他
の
容
器
及
び
た

ば
こ
の
吸
い
が
ら
・
ガ
ム
の
か
み
か

す
、
紙
く
ず
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
も

の
で
、
捨
て
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
散

乱
の
原
因
に
な
る
も
の
を
指
し
ま
す
。

　
条
例
の
あ
ら
ま
し

＊
目
　
的

　
空
き
缶
等
の
投
棄
に
よ
る
散
乱
の
防

止
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
こ
と

に
よ
り
、
快
適
な
生
活
環
境
を
確
保
す

る
と
と
も
に
、
地
域
に
お
け
る
環
境
美

化
の
促
進
を
図
り
、
も
っ
て
清
潔
で
美

し
い
ま
ち
づ
く
り
に
資
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

＊
責
　
務

　
市
・
市
民
・
事
業
者
等
の
責
務
は
下

記
の
と
お
り
で
す
。

　
・
投
棄
「
ポ
イ
捨
て
」
の
禁
止

　
散
乱
ご
み
の
大
半
が
「
ポ
イ
捨
て
」

に
よ
っ
て
起
こ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
行

為
自
体
に
歯
止
め
を
か
け
る
こ
と
が
必

要
で
す
。
こ
の
た
め
「
何
人
も
市
の
区

域
内
に
お
い
て
み
だ
り
に
空
き
缶
等
を

捨
て
て
は
な
ら
な
い
」
旨
の
禁
止
規
定

を
設
け
て
い
ま
す
。

＊
美
化
推
進
重
点
地
区

◆
市
、
市
民
、
事
業
者
等
の
責
務

　
関
係
機
関
そ
の
他
の
関
係
者
と
協
議

の
う
え
、
特
に
空
き
缶
等
の
散
乱
の
防

止
を
図
る
必
要
が
あ
る
地
域
を
美
化
推

進
重
点
地
区
と
し
て
指
定
を
考
え
て
お

り
ま
す
。

＊
環
境
美
化
推
進
員

　
地
域
に
お
け
る
環
境
美
化
の
促
進
の

た
め
、
自
主
的
奉
仕
活
動
の
推
進
及
び

行
政
機
関
と
の
連
絡
窓
口
の
役
割
を
担

う
環
境
美
化
推
進
員
を
選
定
し
、
美
化

活
動
の
一
層
の
円
滑
化
を
図
り
ま
す
。

＊
自
動
販
売
機
の
設
置
届
出

　
自
動
販
売
機
に
よ
り
飲
食
物
を
販
売

す
る
者
に
は
、
自
動
販
売
機
周
辺
の
清

潔
保
持
の
た
め
、
自
動
販
売
機
設
置
届

出
の
義
務
を
課
し
、
こ
の
規
定
に
違
反

す
る
場
合
は
勧
告
・
命
令
を
行
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。

＊
罰
　
　
則

　
前
述
の
投
棄
の
禁
止
、
自
動
販
売
機

の
設
置
届
出
に
違
反
し
た
者
に
は
、
罰

金
に
処
す
る
旨
の
規
定
を
設
け
て
い
ま

す
。※

こ
の
規
定
は
平
成
卜
年
十
月
一
目
か

ら
施
行
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
十
分
な
周

知
期
問
を
と
る
た
め
の
措
置
で
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先
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部
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活
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①
屋
外
に
お
い
て
自
ら
生
じ
さ
せ
た
空
き
缶
等
を
持
ち
帰
り
、
又
は
回
収
容
器
に
収
納
し
、

　
確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
、
市
の
実
施
す
る
施
策
に
協
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

美
観
及
び
快
適
な
生
活
環
境
の

攣
　
難
　
欝
欝
　
　
齢
編
幾
雛
瀞
麟
翻

　
　
　
　
①
空
き
缶
等
の
製
造
、
加
工
、
販
売
等
を
行
う
も
の
は
、
空
き
缶
等
の
散
乱
を
防
止
す
る
た
め
、
市
民
等
に
対
す
る
啓
発
、

藤
鱗
嘗
睦
堵
蕪
翫
嫡
鯖
瓢
趾
鋤
罷
皿
舞
肌
域
甜
膳
鯉
け
樋
議
弗
礎
灘
拡
謄
雄
購
筋

慧響器蒸

難
嬰
「
轍
雛
纏
羅
の
啓
発
を
図
ミ

（
注
）

市
民
等
と
は
、
市
内
在
住
者
の
ほ
か
、
市
外
か
ら
の
来
街
者

現
に
市
内
に
い
る
す
べ
て
の
人
を
指
し
ま
す
。

（
旅
行
者
、
そ
の
他
の
滞
在
者
）
及
び
市
内
を
通
過
す
る
人
な
ど
、



　
上
戸
沢
の
産
業
廃
棄
物
最
終
処
分
但

対
し
て
、
私
は
、
二
月
九
日
の
庁
議
外

場
に
関
す
る
住
民
投
票
の
条
例
制

定
を
検
討
す
る
よ
う
指
示
を
し

た
。
恐
ら
く
首
長
が
自
ら
こ
の
条

例
制
定
を
指
示
す
る
の
は
全
国
で

初
め
て
だ
ろ
う
、

　
新
し
い
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清

掃
に
関
す
る
法
律
（
以
下
、
廃
掃

法
）
策
定
の
前
、
平
成
八
年
五
月

八
日
、
私
は
意
見
陳
述
人
と
し
て

厚
生
省
に
呼
ば
れ
、
三
点
に
つ
い

て
意
見
を
開
陳
し
た
。

　
第
一
点
、
新
し
く
で
き
る
廃
掃

法
に
は
、
水
源
地
に
産
廃
最
終
処

分
場
を
造
っ
て
は
な
ら
な
い
と
は

っ
き
り
う
た
う
こ
と
。

　
第
二
点
、
一
般
廃
棄
物
で
あ
ろ

う
と
産
業
廃
棄
物
で
あ
ろ
う
と
基

本
的
に
は
地
域
か
ら
出
た
も
の
は

地
域
が
責
任
を
持
っ
て
処
理
す
る
こ
と

に
ど
う
し
て
も
最
終
処
分
場
を
造
る
こ

。
地
域
内

と
が
で
き

が
辛
う
じ
て
新
法
に
盛
り
込

　
今
回
の
裁
判
で
県
が
敗
訴

■産廃法（総）へ地方からの挑戦■

場
の
建
設
に

で
産
廃
処
分

国
が
責
任
を
持
っ
て

疸
を
当
該
地
域
や
企

業
に
求
め
、
処
分
場

を
造
っ
た
地
域
に
還

元
す
る
こ
と
。

　
第
三
点
は
、
計
画

地
の
住
民
の
意
見
を

充
分
に
聞
き
、
そ
れ

に
対
す
る
対
策
を
き

っ
ち
り
立
て
た
上
で

処
分
場
の
建
設
を
行

う
こ
と
。

　
こ
の
意
見
陳
述
の

う
ち
、
第
一
点
と
第

二
点
は
無
視
さ
れ
、

三
点
目
の
計
画
地
の

市
町
村
長
の
意
見
を

聞
く
、
つ
ま
り
住
民

の
意
思
を
反
映
さ
せ

る
と
い
う
こ
と
の
み

ま
れ
た
。

し
た
の
は
、
現
行
法

な
い
事
情
が
あ
っ
た
場
合
、

造
り
、
そ
の
代
わ
り
高
い
負

に
お
い
て
は
産
廃
処
分
場
を
造
る
際
、
建
設
地
の

住
民
は
計
画
に
何
も
意
見
を
言
え
な
い
こ
と
に
遠

因
が
あ
る
。

　
一
八
○
万
県
民
の
水
源
地
に
な
る
場
所
に
、
決

算
も
し
て
い
な
い
会
社
が
巨
大
な
産
廃
処
分
場
を

造
ろ
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
理
由
に
、
絶
対
反
対

を
表
明
し
て
い
る
市
民
の
意
思
は
全
く
認
め
ら
れ

な
か
っ
た
。
ま
た
、
厚
生
省
は
機
関
委
任
事
務
で

あ
ろ
う
と
自
治
事
務
で
あ
ろ
う
と
法
律
に
従
っ
て

県
に
控
訴
見
送
り
を
指
導
す
る
の
は
上
部
機
関
と

し
て
当
然
と
主
張
し
て
い
る
。
ま
さ
に
住
民
不
在

の
行
政
の
典
型
だ
ろ
う
。

　
か
つ
て
、
あ
る
政
治
家
は
「
役
人
は
法
律
法
律

と
い
っ
て
法
に
の
み
こ
だ
わ
る
が
、
一
体
、
法
と

い
う
も
の
は
何
の
た
め
に
で
き
た
の
か
、
そ
れ
は

具
体
的
に
住
民
の
意
思
を
実
現
す
る
た
め
の
手
段

で
し
か
な
い
、
も
し
、
住
民
の
意
思
と
法
と
が
食

い
違
う
こ
と
が
あ
れ
ば
当
然
法
の
方
を
改
め
る
べ

き
で
あ
る
。
」
と
言
っ
た
が
、
こ
の
意
見
に
私
は

全
面
的
な
賛
意
を
表
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
基
本
的
に
家
庭
か
ら
出
る
一
般
廃
棄
物
の
処
理

は
市
町
村
の
貴
任
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
仙
南
広
域

行
政
事
務
組
合
は
四
年
の
月
日
を
か
け
て
計
画
地

で
あ
る
大
鷹
沢
鷹
巣
地
区
の
皆
さ
ん
方
の
ご
了
解

を
得
た
上
で
最
終
処
分
場
を
建
設
し
た
．
．
こ
れ
は

自
ら
の
地
域
で
出
す
ゴ
ミ
は
自
ら
の
責
任
に
お
い

て
処
理
す
る
が
、
余
所
か
ら
の
ゴ
ミ
を
何
も
白
石

が
引
き
受
け
る
理
由
が
な
い
と
い
う
意
思
表
示
で

あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
我
々
の
意
思
は
裁

判
に
よ
っ
て
｝
顧
だ
に
与
え
ら
れ
る
こ
と
が
な
か

っ
た
，
だ
が
、
知
事
が
控
訴
に
踏
み
切
っ
た
の
は

最
終
的
に
地
域
住
民
の
意
思
を
尊
重
し
た
か
ら
に

ほ
か
な
ら
な
い
。

　
こ
の
よ
う
な
種
々
の
事
情
を
踏
ま
え
苦
渋
の
決

断
を
し
た
の
が
こ
の
度
の
住
民
投
票
条
例
制
定
へ

の
指
示
で
あ
る
。
こ
れ
は
地
方
分
権
と
い
う
二
十

一
世
紀
を
生
き
抜
く
た
め
の
最
重
要
な
テ
ー
マ
に

対
し
て
、
地
方
か
ら
国
へ
の
挑
戦
で
あ
る
と
も
言

え
る
で
あ
ろ
う
ー
．

　
住
民
投
票
に
は
法
的
拘
束
力
は
な
い
が
、
そ
れ

に
よ
っ
て
明
確
に
さ
れ
る
市
民
の
意
思
が
県
に
対

す
る
強
力
な
支
援
と
な
る
こ
と
を
祈
り
た
い
。

みなさんからの素敵な

情報を待ってます1

餅つぎ等で交流の輪

　　　　　　β
　　躍　　　翫

　2月7日、白石ユネスコ協会主催

による新春パーティが中央公民館で

開催されました。参加したのは中国、

フィリビン、オース1・ラリアの外国

人や市民の方、協会関係者等約70

名で、杵と臼を使った本格的な餅つ

きや、婦人の家まつりでもおなじみ

のコールエコーの皆さんによる合唱

を聞いたり、ゲームなどをして交流

を深めました。特に勝つたびに100

円玉が増えていくお年玉ジャンケン

大会には、場内から盛んな拍手が送

られていました。

寒さ吹き飛ばせ

　1月31日、大鷹沢小学校で恒例

の伝統行事、全校竹馬大会が開かれ

ました。校庭の一部には雪があり、

足場もぬかって万全ではありません

でしたが、日頃の練習で鍛えた竹馬

の技術を競いました。

蟹懸爵魅整’露♂qブ｝灘

欝一驚1じ．
子供たちは元気に、竹馬での陣取

りゲームやサッカー、障害物競争等

に参加しました．また、父兄参加の

ミニリレーでは、子供たちの竹馬を

借りた父親が四苦八苦する光景に、

笑い声がこだましていました。

蒙蓄か勢ズーム1ハ〃
さくらSP，全国大会出場おめでとう置ざいます。

1←一一一L一一． 二葦1陀へ門一』㎜
”一ド　　　　　　　　箒耳コ

　輪・曝鞠
1
、 ＿＿　＿＿遡

東北オープン綱引選手権自石大会

が2月1日、キューブで開かれ、秋

田を除く東北5県の社会人、主婦ら

48チーム、約800人が参加、4クラ

スに分かれて熱戦を展開しました，

男子軽量級（8人の合計体重が560

kg以下）では、自石市のさくらS　P

が第2位（宮城県第1位）の好成績

で、10月に岐阜県で行われる全日

本軽量選手権大会へ出場することに

なりました。

　さくらS　Pは、平成4年10月に

結成（当時は白石市郡山青年会綱引

部）され、現在は女子マネージャー

2名を含む14名が所属しています。

22歳の若手から40歳代の中堅選手

が一致団結して、これまで白石市民

綱引大会を初め、県外の各種大会に

おいても輝かしい実績を残しています。

「全国大会出場は初めてですが、決

勝トーナメントを目標に努力してい

きます。」と佐藤　勉キャプテン。

「めざせ、綱の魔術師」を合言葉に

週3回、練習に汗を流しているさく

らS　Pのみなさん、全国大会での活

躍を期待しております。

幸福を祈って「鬼は外．福は内」

幽闘

　　　　Lも7　聖－『’
　　｝‘　　　　、き　一

業壌、y
厄年を迎えた男たちによる伝統的

な節分の豆まきが2月3日、武家屋

敷「旧小関家」で行われました。

今年は数えで42歳になる昭和32、

33年同年会の代表3名が、かみし
も姿で「福は～内、鬼は～外、天打、

地打、鬼の目玉ぶっつぶせ」と地元

に伝わる文旬を叫びながら各部屋に

豆をまいていきました。

集まった人たちは、まかれた豆を

拾いながら邪気を払い、配られた袋

入りの「福豆」の香ばしい香りに春

の訪れを感じていました。

また、市内保育園、幼稚園でも豆

まきが行われました。東保育園では、

昨i年7月から市役所に勤務している

国際交流員のリンリ・オードリッジ

さんも、「福の神」のお面をかぶっ

て初めての豆まきに参加しました。

3歳から5歳の園児約40人は、色

とりどりのかわいい鬼の面を頭につ

け、赤鬼、青鬼に扮した先生をめが

けて豆を投げたり拾ったりと、

いひとときを過ごしました。

，・醸轟．齪

罵，稀隙蟹
　　　　　鹸一　’

げ矯図q

楽し

緊、匿哺

見事な職人技を披露

2月1日から「第4回雛の宴展」

が弥治郎こけし村で開催されていま

す。立雛、独楽雛等市内こけし工人

の他、遠刈田・鳴子の若手工人の作

品も展示され、かわいいこけし雛た

ちの木の温もりに、遠くから訪れた

人たちも目を細めていました。

この「雛の宴展」は3月8日まで

開催されており、ご希望の方には即

売もいたしておりますので、この機

会にぜひご覧ください。

能の幽玄な世界に堪能

　　’門　　’二轡貫1

　判一ム驚r

厩　錨

碧水園能楽堂で、2月11日、碧

水園能に親しむ会実行委員会主催の

能普及公演「喜多流青年能」が開か

れました。

前半は、喜多流青年能仕舞として、

「氷室、芦刈、東北、自然居士、巻

絹、昭君」、さらに能「簸」と次々

に披露されました。後半は、和泉流

狂言「舟ふな」、また、塩津哲生氏

による舞嘘子「柑邨」に引き続き、

能「湯谷」が演じられ、古典芸能を

担う若者の溌刺とした舞台に会場溢

れんばかりの観衆約250人は魅了さ

れていました。
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民
文
芸
鴨
鞭
灘
趨
灘
舞
霧
幾
曝

高
橋
辰
男
選

新
春
は
七
回
目
な
る
年
男
素
直
に
生
き
ん
残
る
天
寿

を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
島
三
郎

大
雪
に
夫
の
形
見
の
雪
べ
ら
で
砂
糖
の
よ
う
な
雪
を

掃
き
た
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
崎
　
澄
子

仏
壇
に
活
け
し
白
百
合
蕾
の
ま
ま
新
年
を
待
ち
花
を

開
き
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　

太
田
敏
子

　
　
　
　
　
　
　
や
し
ろ

寅
年
の
三
代
続
く
我
が
家
の
春
祉
に
詣
で
幸
を
祈
り

ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
と
く

こ
の
年
も
ま
た
よ
き
年
を
と
願
い
か
け
夜
明
け
の
社

に
柏
手
を
打
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
阿
部
み
さ
子

　
　
　
　
な
す
な

見
定
め
て
置
き
し
齊
を
雪
分
け
て
摘
み
し
指
先
冷
た

か
り
け
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
子
う
こ
ん

ひ
げ
づ
ら
で
笑
え
る
虎
と
異
名
と
る
戦
友
の
賀
状
を

微
笑
み
て
よ
む
　
　
　
高
野
伝

ペ
タ
ン
ク
の
楽
し
さ
語
ら
い
公
民
館
に
温
き
甘
酒
輪

に
な
り
て
飲
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
田
　
　
濱

ふ
き
の
と
う
早
春
の
陽
を
待
ち
わ
び
て
雪
を
か
き
わ

け
緑
芽
を
ふ
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
村
山
美
代
子

冬
が
こ
い
せ
ざ
り
し
松
の
雪
お
ろ
す
腰
病
む
夫
を
今

日
も
気
づ
か
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
斎
藤
タ
カ
子

國
…
首
目
。
七
回
目
の
年
男
と
い
う
と
か
な
り
の

高
齢
だ
が
、
な
お
生
き
ん
と
す
る
い
き
お
い
や
良
し
。

寅
年
の
寅
の
よ
う
に
。
二
首
目
、
形
見
の
雪
べ
ら
に

亡
き
夫
へ
の
思
い
が
こ
も
り
、
口
語
調
の
歌
い
方
も

成
功
し
た
。
三
首
目
。
仏
壇
の
臼
百
合
に
も
新
年
を
よ

ろ
こ
ぶ
気
持
ち
が
あ
っ
て
開
花
し
た
の
だ
ろ
う
、

ね
る
前
に
雪
掻
き
朝
に
雪
を
掻
き

薄
命
に
あ
ら
ざ
る
相
や
初
鏡

海
外
へ
餅
を
持
参
の
家
族
か
な

白
銀
の
景
も
新
た
に
天
守
閣

大
雪
の
延
着
に
馴
れ
バ
ス
待
て
り

陽
の
浴
び
し
蔵
王
の
遠
き
雪
景
色

阿
武
隈
の
流
れ
眞
紅
や
初
茜

餅
鵜
き
の
園
児
に
杵
の
ふ
ら
つ
き
て

　
　
　
な
た

遠
藤
秋
尾
選

三佐高八高岩熊山
浦藤子島橋沢谷家

愛周　葉正伍敏弘
嶺子橘子雄峯子子

團
一
旬
目
。
葉
も
す
っ
か
り
散
っ
た
冬
の
木
は
風
に
逆

ら
う
事
も
な
く
な
だ
め
て
い
る
様
だ
．
冬
木
立
の
景
色
の

写
生
，
二
句
目
。
門
松
が
大
手
門
の
左
右
に
据
え
ら
れ
た
。

お
城
に
ふ
さ
わ
し
く
堂
々
そ
ろ
う
が
な
ん
と
も
め
で
た

い
。
一
．
萄
目
。
十
一
年
ぶ
り
の
大
雪
と
な
っ
た
、
こ
の
降

り
様
で
は
明
朝
が
大
変
と
思
い
寝
る
前
に
雪
を
か
く
、
朝

起
き
て
見
て
近
頃
に
な
い
大
雪
と
な
っ
て
お
っ
た
出
勤
前

の
雪
か
き
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。

優
し
さ
に
飢
え
て
老
人
丸
く
な
る

憎
し
み
も
愛
も
や
が
て
は
野
犬
と
な
る

お
で
ん
コ
ト
コ
ト
入
の
情
も
煮
え
て
く
る

ま
な
板
の
凹
み
女
の
悲
喜
劇
か

少
年
の
掌
に
あ
る
宇
宙
遊
泳

一
年
を
賀
状
ひ
と
つ
で
つ
な
ぐ
縁

幸
せ
は
金
で
は
買
え
ぬ
良
い
伴
侶

体
を
ば
杖
に
託
し
て
リ
ハ
ビ
リ
す

初
春
に
四
界
き
れ
い
な
綿
帽
子

冬
木
立
風
を
宥
め
て
逆
は
ず

堂
々
と
門
松
揃
ふ
大
手
門

R
下
　
文

鈴
木
民
子

近
江
孫
太
郎
選

躾
糸
と
れ
な
い
ま
ま
に
旅
立
つ
子
　
　
米
沢
　
礼
子

大
沼
妙
子

草
野
　
清

南
か
ほ
る

片
岡
鶴
子

芝
玄
太
郎

佐
藤
武
雄

小
野
嘉
津
子

亀
岡
正
直

大
浦
道
雄

圖
一
句
目
。
春
は
旅
立
ち
の
季
節
。
「
躾
糸
」
を
「
ヘ

ソ
の
緒
の
」
と
読
み
換
え
る
と
納
得
。
作
者
は
い
か
な
る

環
境
の
場
で
も
対
応
で
き
る
「
し
た
た
か
な
人
間
づ
く
り
」

を
家
庭
や
学
校
に
求
め
て
い
る
よ
う
だ
、
み
ご
と
な
川
柳

眼
で
あ
る
。
二
句
目
。
老
人
は
孤
独
で
あ
る
。
「
丸
く
な

る
」
を
「
萎
縮
す
る
」
と
捉
え
て
み
た
．
こ
の
改
善
は
老

人
自
身
の
自
覚
と
行
動
力
に
か
か
っ
て
い
る
が
、
周
囲
の

温
か
い
支
え
も
望
ま
れ
る
、
百
才
に
な
っ
た
ら
「
老
人
」

を
意
識
し
よ
う
よ
。
佳
句
。
三
旬
目
。
炎
の
よ
う
に
燃
え

た
愛
憎
も
、
や
が
て
は
消
滅
す
る
，
人
間
の
心
の
推
移
を

五
七
五
で
捉
え
た
手
法
に
共
感
．
佳
句
。

’

鴇ノ

　　　　　謂

　　　　　　　　　ノ、

　　　　　　互

り仕事について

　毎日新しい品物が入ってきて、それを陳列して

販売する。　・見簡単、単純な様ですが大変な作業

です。

　苦労して作った売場の商品が売れると、とても

うれしいです。それと、お客様から「こんにちわ」

「忙しいね、今日も」なんて声を掛けてもらった

りすると、頑張るぞという気持ちになります。

り夢や目標

　いろいろな上地、国へ行き、何事にも挑戦して

チャレンジャーな人生を送りたいです。

り理想のタイプ

　好きになった人がタイプです。

　気の合う、気を使わない相手がイチバン

慧
リンリのワンポイント，

　先月は「Strikewhiletheironlshot」という萸語

の諺を紹介しました。「鉄は熱いうちに打て」と

いう意味で、今日できることを先に延ばさず、情熱の

あるうちに済ませた方がいいと勧めています。

　しかし、いつもそうとは限りません。そのこと

を言っているのぱ、まったく逆の意味の諺、
「Look　before　you　leap」です。「跳ぶ前によく見よ」

という意味で、日本語の諺の「転ばぬ先の杖」に

似ています。

　ゆっくりと、冷静に様子を見てから実行に移す

方がいいときもあります。あせって何かをしよう

とすれば、注意力が欠け、失敗する確率も高くな

ります。そのことを示しているのが、この「Look

beforeyouleap」という諺です。

軸
献

鱗
璽

＼紗雌尊讐撃

　現在会員18名、この会は絵の好きな

方であれぱ誰でも気軽に入会でぎるサー

クルです。内容も油絵あり、水彩画、1ヨ

本画、版画、パステル画等それぞれ個性

に応じた描法で行われ、画材等も自由で

す。年に何回か集まり、写生やら研修会

等を行い、秋にその成果の発表をかね展

覧会を行っております。

　昨年は白美会発足30周年という記念

すべぎ年を迎え、会員の画集の発刊、そ

して100点近い会員の作品を公民館に

展示し、盛大に記念展奄行いました。

　地域との交流としては、市民文化祭の

参加を初め、姉妹都市との交流展、公民

館まつりへの参加、仙南公民館美術展の

参加等幅広い活動をしております。さら

に会員の中には河北美術展、日本水彩画

展、県芸術祭、県水彩画展等に出品、入

賞や入選をしている人もおります。

　今年秋には31回展を迎えますが、こ

の伝統ある白美会をさらに充実したもの

にするためにもなお一層の創作活動に励

むつもりでおります。

傘美萄

鱒舘甑飢A壁騒‘

　ノ　鈍蛙粍

り便八一ストビル

F7「0π7Sゐμκμちゃん

響

　この写真の花は、オーストラリアの花ではありませ

んが、「ドラセナ・マッサンゲアナ」、別名「ハワイア

ン・ティー」と呼ばれ、幸福を呼ぶ木と言われています。

　たまたま私のホームステイ先の家族が育てていて、

ラッキーにも花が咲いたので写真に納めました。ホス

トファミリーの人が言うことには、この木は花が咲く

ということは珍しく、10年に1度あるいは死ぬまで

お目にかかれない人も多いそうです。

，，「，



軸

国
民
年
金
か
ら

国
民
年
金
の
保
険
料
が
改
定
さ
れ
ま
す
。

　
平
成
十
年
四
月
か
ら
、
国
民
年
金
の

保
険
料
が
改
定
さ
れ
、
，
ヵ
月
ご
二
，

三
〇
〇
円
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
【
年
間
分
を
全
納
す
る
場
合

は
、
一
五
五
，
七
五
っ
円
で
す
。

　
保
険
料
は
、
納
付
期
限
ま
で
に
納
め

ま
し
ょ
う
。

　
保
険
料
の
納
付
に
は
、
口
座
振
替
や

納
付
組
合
の
利
用
が
便
利
で
す
。

国
民
年
金
保
険
料
は
、
忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

　
国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
毎
月
忘
れ

ず
に
納
め
て
い
ま
す
か
。

　
国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
「
、
一
十
歳

か
ら
六
十
歳
に
な
る
ま
で
の
人
」
す
べ

て
に
納
付
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
．

　
二
十
歳
か
ら
六
十
歳
に
な
る
ま
で
の

四
十
年
間
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
に

よ
り
、
将
来
、
満
額
の
年
金
が
受
け
ら

れ
ま
す
。
納
め
な
い
期
間
が
あ
る
と
、

将
来
の
年
金
額
が
少
な
く
な
り
ま
す
，

ま
た
、
納
め
て
い
な
い
期
間
が
長
く
な

る
と
老
齢
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な
く

な
る
ば
か
り
か
、
事
故
な
ど
に
よ
る

「
も
し
も
I
I
」
の
と
き
に
障
害
基
礎

年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
も
受
け
ら
れ
な

く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
毎
月
忘
れ

ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

　
口
座
振
替
や
納
付
組
合
を
利
用
す
る

と
納
め
忘
れ
が
な
く
便
利
で
す
。

　
手
続
き
や
届
け
出
な
ど
、
詳
し
く
は
、

市
役
所
の
国
民
年
金
係
に
お
た
ず
ね
く

だ
さ
い
。

高
齢
者
無
料
バ
ス
乗
車
証
の
更
新
手
続
ぎ
に
つ
い
て

実　施場　所

市役所第2会議室（2F）

小原事務連絡所

越河事務連絡所

斎川事務連絡所

大鷹沢事務連絡所

白川事務連絡所

福岡公民館

大平公民館

間時

9：00
～15：00

月　　　日

3月11日（水）

3月12日休）

3月13日（金）

3月16日（月）

3月17日（火）

3月18日因
3月19日休）

3月20日（金）

　
市
で
は
満
七
十
歳
以
上
の
方
々
に
、

宮
城
交
通
バ
ス
の
無
料
乗
車
証
を
交
付

し
て
お
り
ま
す
が
、
平
成
十
年
度
も
利

用
さ
れ
る
方
は
更
新
の
手
続
き
が
必
要

で
す
。

O
更
新
手
続
き
に
必
要
な
も
の

　
①
印
鑑

　
②
現
在
ご
使
用
の
乗
車
証
（
水
色
）

0
更
新
手
続
き
の
日
程

※
上
記
指
定
の
日
に
手
続
き
で
き
な
か

っ
た
方
は
、
指
定
日
以
降
、
福
祉
事
務

所
（
白
石
・
福
岡
・
大
平
地
区
）
・
各
事

務
連
絡
所
で
随
時
受
け
付
け
し
ま
す
。

O
新
し
い
乗
車
証
の
利
用
期
間

　
乗
車
証
を
交
付
さ
れ
た
日
か
ら
平
成

十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

◎
平
成
十
年
度
中
（
平
成
十
年
四
月
以

降
）
に
満
七
十
歳
に
な
ら
れ
る
方
も
誕

生
日
以
降
随
時
申
請
で
き
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
白
石
市
福
祉
事
務
所
長
寿
福
祉
係

費
壬
丁
一
四
ツ
リ
（
内
線
一
六
四
）

自
動
車
電
話
・
携
帯
電
話
か
ら
緊
急
通
報

　郵便番号が7ケタに統一された
ことにより、市役所の郵便番号が

次のとおりとなりましたので、お

知らせします。

白石市役所新郵便番号

　989－0292

　
三
月
一
日
か
ら
携
帯
電
話
で
〔
火

事
・
救
急
・
救
助
〕
／
1
9
番
通
報
が

で
き
ま
す
。

　
1
1
9
番
通
報
を
宮
城
県
内
を
5
ブ

ロ
ッ
ク
に
分
割
し
、
代
表
消
防
本
部
で

一
括
受
信
し
ま
す
。

・
携
帯
電
話
は
発
生
場
所
の
消
防
機
関

に
接
続
さ
れ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
携

帯
電
話
会
社
に
よ
り
、
発
生
場
所
を
管

轄
し
な
い
消
防
本
部
に
も
接
続
に
な
り

ま
す
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

・
P
H
S
携
帯
電
話
は
、
す
で
に
管
轄

消
防
本
部
で
受
信
し
て
い
ま
す
。

○
携
帯
電
話
か
ら
1
1
9
番
通
報
の
注

意
点

1
．
携
帯
電
話
の
通
話
は
走
行
中
ま
た

　
は
歩
き
な
が
ら
の
通
報
は
し
な
い
こ
と
。

2
．
住
所
や
場
所
を
よ
く
確
か
め
て
か

　
ら
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

3
．
管
轄
外
の
消
防
本
部
で
受
信
し
た

　
場
合
に
は
、
電
話
を
転
送
す
る
場
合

　
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
と
き
は
、
約
十
五

　
秒
の
時
間
が
か
か
り
ま
す
の
で
切
ら

　
ず
に
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

4
．
通
報
が
終
了
し
て
も
電
源
は
切
ら

　
な
い
で
く
だ
さ
い
。

5
，
携
帯
電
話
等
は
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
外

　
か
ら
の
1
1
9
番
通
報
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
白
石
市
内
か
ら
通
話
し
た
場
合
の
接

続
電
話
会
社
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

N
T
T
ド
コ
モ
　
名
取
市
消
防
本
部

東
北
セ
ル
ラ
ー
　
仙
南
広
域
消
防
本
部

デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
カ
ー
　
亘
理
消
防
本
部

臨
時
福
祉
特
別
給
付
金
の
支
給
に
つ
い
て

養
親
族
と
な
っ
て
い
る
場
合
は
、
そ
の

方
の
当
該
市
民
税
が
非
課
税
の
場
合
に

限
り
ま
す
。
）
の
み
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

③
遺
族
基
礎
年
金
の
う
ち
年
金
証
書
の

年
金
コ
ー
ド
の
先
頭
三
桁
が
「
ミ
望
、

冨
o
。
里
に
該
当
す
る
も
の
。
ま
た
は

「
O
ホ
」
、
「
O
認
」
、
「
O
o
。
b
o
」
、
口
8
」
に

該
当
す
る
も
の
の
う
ち
平
成
九
年
度
分

の
市
民
税
が
非
課
税
の
方
（
ご
本
人
が
、

他
の
方
の
平
成
九
年
度
分
の
市
民
税
額

の
算
定
に
際
し
、
控
除
対
象
配
偶
者
ま

た
は
扶
養
親
族
と
な
っ
て
い
る
場
合

は
、
そ
の
方
の
当
該
市
民
税
が
非
課
税

の
場
合
に
限
り
ま
す
。
）
の
み
が
対
象

と
な
り
ま
す
。

④
児
童
扶
養
手
当

⑤
特
別
児
童
扶
養
手
当

⑥
特
別
障
害
者
手
当

⑦
障
害
児
福
祉
手
当

⑧
福
祉
手
当
（
経
過
措
置
分
）

⑨
原
爆
被
爆
者
諸
手
当
（
医
療
特
別
手
当
、

特
別
手
当
、
健
康
管
理
手
当
、
保
健
手
当
）

（
注
）
⑤
の
特
別
児
童
扶
養
手
当
に
つ

い
て
は
、
手
当
の
制
度
上
の
受
給
者
は
、

親
ま
た
は
養
育
者
と
な
っ
て
お
り
ま
す

が
、
給
付
金
は
障
害
児
の
方
が
支
給
対

象
と
な
り
ま
す
。

2
　
上
記
1
に
該
当
す
る
場
合
で
も
、

基
準
日
に
お
い
て
生
活
保
護
を
受
け
て

い
る
方
や
社
会
福
祉
施
設
に
入
所
さ
れ

て
い
る
方
な
ど
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
制

度
か
ら
別
途
一
時
金
が
支
給
さ
れ
る
の

で
、
福
祉
給
付
金
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
平
成
十
年
分
所
得
税
等
の
特
別
減
税

に
関
連
し
、
老
齢
福
祉
年
金
の
受
給
者

等
及
び
高
齢
の
低
所
得
者
の
生
活
の
安

定
と
福
祉
の
向
上
並
び
に
低
所
得
の
在

宅
ね
た
き
り
老
人
等
に
対
す
る
在
宅
介

護
の
支
援
に
資
す
る
た
め
、
臨
時
福
祉

特
別
給
付
金
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

★
臨
時
福
祉
特
別
給
付
金
の
種
類
と
額

・
福
祉
給
付
金

支
給
対
象
者
－
人
に
つ
き

・
介
護
福
祉
金

支
給
対
象
者
－
人
に
つ
き

・
特
別
給
付
金

支
給
対
象
者
1
人
に
つ
き

1
万
円

3
万
円

1
万
円

★
支
給
対
象
者
と
支
給
の
方
法

1
福
祉
給
付
金

1
　
平
成
十
年
二
月
一
日
（
基
準
日
）

に
お
い
て
、
本
年
二
月
分
の
次
の
い
ず

れ
か
の
年
金
ま
た
は
手
当
を
受
給
で
き

る
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
，

①
老
齢
福
祉
年
金

②
障
害
基
礎
年
金
の
う
ち
年
金
証
書
の

年
金
コ
ー
ド
の
先
頭
三
桁
が
「
8
包
、

「
ま
巴
に
該
当
す
る
も
の
。
ま
た
は

「
紹
巴
、
「
O
爵
」
に
該
当
す
る
も
の
の

う
ち
平
成
九
年
度
分
の
個
人
の
市
民
税

が
非
課
税
の
方
（
ご
本
人
が
、
他
の
方

の
平
成
九
年
度
分
の
市
民
税
額
の
算
定

に
際
し
、
控
除
対
象
配
偶
者
ま
た
は
扶

∬
介
護
福
祉
金

－
　
基
準
日
に
お
い
て
、
生
活
保
護
を

受
け
て
い
る
方
か
、
あ
る
い
は
平
成
九

年
度
分
の
市
民
税
所
得
割
が
非
課
税
の

方
（
ご
本
人
が
、
他
の
方
の
平
成
九
年

度
分
の
市
民
税
額
の
算
定
に
際
し
、
控

除
対
象
配
偶
者
ま
た
は
扶
養
親
族
と
な

っ
て
い
る
場
合
は
、
そ
の
方
の
当
該
市

民
税
所
得
割
が
非
課
税
の
場
合
に
限
り

ま
す
。
）
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

①
基
準
日
に
お
い
て
六
か
月
以
上
（
平

成
九
年
八
月
一
日
以
前
か
ら
）
継
続
し

て
寝
た
き
り
ま
た
は
痴
呆
等
の
状
態
に

あ
る
た
め
常
時
の
介
護
を
必
要
と
し
て

い
る
65
歳
以
上
の
方
（
昭
和
八
年
二
月

一
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
）

②
本
年
二
月
分
の
特
別
障
害
者
手
当
、

障
害
児
福
祉
手
当
ま
た
は
福
祉
手
当

（
経
過
措
置
分
）
を
受
給
で
き
る
方

2
　
た
だ
し
基
準
日
に
お
い
て
、
病
院
、

診
療
所
ま
た
は
老
人
保
健
施
設
に
継
続

し
て
三
か
月
を
超
え
て
入
院
ま
た
は
入

所
（
平
成
九
年
十
月
三
十
↓
日
以
前
か

ら
の
入
院
ま
た
は
入
所
）
し
て
い
る
方
、

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の
社
会
福

祉
施
設
に
入
所
し
て
い
る
方
、
里
親
に

委
託
さ
れ
て
い
る
方
お
よ
び
養
護
委
託

を
さ
れ
て
い
る
お
年
寄
り
の
方
に
は
、

介
護
福
祉
金
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

皿
特
別
給
付
金

－
　
基
準
日
に
お
い
て
6
5
歳
以
上
の
方

（
昭
和
八
年
二
月
一
日
以
前
に
生
ま
れ

た
方
）
で
、
平
成
九
年
度
分
の
個
人
の

市
民
税
が
非
課
税
の
方
（
ご
本
人
が
、

他
の
方
の
平
成
九
年
度
分
の
市
民
税
額

の
算
定
に
際
し
、
控
除
対
象
配
偶
者
ま

た
は
扶
養
親
族
と
な
っ
て
い
る
場
合

は
、
そ
の
方
の
当
該
市
民
税
が
非
課
税

の
場
合
に
限
り
ま
す
。
）
が
対
象
と
な

り
ま
す
。

2
　
上
記
1
に
該
当
す
る
場
合
で
も
、

福
祉
給
付
金
の
取
扱
と
同
様
に
生
活
保

護
を
受
け
て
い
る
方
な
ど
に
は
支
給
さ

れ
ま
せ
ん
。

3
　
ま
た
、
1
の
福
祉
給
付
金
の
支
給

要
件
に
該
当
す
る
方
は
、
重
複
し
て
給

付
金
を
受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

★
支
給
を
受
け
る
た
め
の
手
続
き

・
臨
時
福
祉
特
別
給
付
金
の
支
給
対
象

者
に
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
は
、
市

実　　施　　場　　所

市役所第2会議室（2F）

市役所第3会議室（3F）
小原事務連絡所

市役所第4会議室（4F）
越河事務連絡所

斎川事務連絡所

大鷹沢事務連絡所

白川事務連絡所

福岡公民館

大平公民館

闘時

9：00
～15100

月　　　日

3月11日㈱

3月12日休〕

3月13日（金）

3月16日（月）

3月押日㈹
3月18日休）

3月19日休）

3月20日（金）

福
祉
事
務
所
及
び
各
事
務
連
絡
所
の
窓

口
に
支
給
申
請
書
を
備
え
て
お
き
ま
す

の
で
、
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
上
記

日
程
に
よ
り
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

（
印
鑑
（
シ
ャ
チ
ハ
タ
不
可
）
も
ご
持

参
く
だ
さ
い
）

　
な
お
、
申
請
書
の
提
出
期
限
は
三
月

二
十
五
日
㈹
ま
で
と
な
っ
て
お
り
ま
す

の
で
、
日
程
の
都
合
が
悪
い
場
合
に
は

市
福
祉
事
務
所
に
直
接
三
月
二
十
五
日

ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
申
請
に
際
し
て
は
「
福
祉
給
付
金
」

「
介
護
福
祉
金
」
並
び
に
「
特
別
給
付

金
」
の
い
ず
れ
に
該
当
す
る
場
合
で
も

申
請
書
は
一
枚
だ
け
提
出
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

・
臨
時
福
祉
特
別
給
付
金
の
円
滑
な
支

給
事
務
手
続
き
を
進
め
る
た
め
、
申
請

書
を
提
出
す
る
際
に
、
臨
時
福
祉
特
別

給
付
金
の
請
求
と
受
領
を
自
石
市
長
に

委
任
し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
し
て
お
り

ま
す
が
、
申
請
書
提
出
後
、
受
給
資
格

が
認
定
さ
れ
ま
す
と
市
長
か
ら
直
接
支

給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
そ
の
場
合
、
市
民
税
の
課
税
状
況
を

確
認
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
申

請
さ
れ
る
方
は
、
税
務
関
係
当
局
へ
の

照
会
に
つ
い
て
の
同
意
書
の
記
入
も
し

く
は
課
税
証
明
書
の
添
付
を
お
願
い
す

る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
の
で
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
福
祉
事
務
所
総
務
係

　
且
二
二
－
一
四
U
O

　
　
　
　
内
線
一
六
一
・
］
六
二



国
保
の
手
続
き
は
お
済
み
で
し
ょ
う
か
？

　
例
年
三
月
か
ら
四
月
に
か
け
て
は
、

就
職
や
退
職
に
よ
る
国
民
健
康
保
険
か

ら
社
会
保
険
へ
の
加
入
、
ま
た
は
社
会

保
険
か
ら
国
民
健
康
保
険
へ
の
加
入
と

い
う
よ
う
な
異
動
が
多
い
時
期
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
異
動
が
生
じ
た
と
き
に

は
、
十
四
日
以
内
に
市
区
町
村
の
窓
口

に
行
っ
て
国
民
健
康
保
険
の
手
続
き
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
届
け
出
は
自
動
的
に
は

行
わ
れ
ず
本
人
が
行
う
こ
と
に
な
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
お
願
い
し

ま
す
。
な
お
、
国
民
健
康
保
険
へ
の
届

け
出
を
遅
れ
て
出
し
た
場
合
、
次
の
よ

う
な
ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
と
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

☆
届
け
出
が
遅
れ
る
と
…
…

◎
国
民
健
康
保
険
税
が
さ
か
の
ぼ
っ
て

課
税
さ
れ
る
。

（
税
法
に
よ
り
最
高
過
去
三
年
問
さ
か

の
ぼ
り
課
税
さ
れ
ま
す
。
）

◎
保
険
証
が
な
い
た
め
医
療
費
を
全
額

自
己
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
病
院
の
窓
口
で
医
療
費
の
全
額
を
支

払
う
よ
う
に
な
り
ま
す
。
）

◎
社
会
保
険
が
あ
っ
て
も
国
民
健
康
保

険
か
ら
抜
け
る
手
続
き
を
せ
ず
国
民
健

康
保
険
証
を
使
用
し
て
、
後
日
医
療
費

の
返
還
を
求
め
ら
れ
る
。

（
国
保
で
病
院
に
か
か
っ
た
場
合
、
市

で
支
払
っ
た
医
療
費
を
返
し
て
い
た
だ

く
よ
う
に
な
り
ま
す
。
）

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
　
税
務
課
（
内
線
六
一
六
）

　
　
保
健
課
（
内
線
六
一
五
）

　
納
め
忘
れ
の
国
民
健
康
保
険
税
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。
納
税
に
は
便
利
な
口
座

振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

住
民
基
本
台
帳
閲
覧
手
数
料
の
改
正

　
平
成
十
年
四
月
一
日
か
ら
住
民
基
本

台
帳
閲
覧
手
数
料
が
下
記
の
と
お
り
に

改
正
さ
れ
ま
す
の
で
、
お
知
ら
せ
い
た

し
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
市
民
課
市
民
係

　
巷
二
一
ー
二
二
一
二
（
内
線
二
二
）

　　　改正前

一行政区　　200円

『耐罠邑耐墨㊥愚蔀搦恥ト・ロ多』

〈
鷹
巣
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
で
行
わ

　れた

市
政
懇
談
会
の
成
果
を
も
と
に
開
催

　
さ
れ
た
鷹
巣
地
区
民
主
催
に
よ
る
（
仮
称
）

　
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

郎
監
ば
『
・

・
　
築

　
蕊
、

轟
　
酷　　　　　　　　換磁，薦 ヂi灘臥藷1　’［！耀9

　白石市は、市民総参画による市政　　うとするものです。

の発展を図るため、平成9年度、市　　　この市政懇談会のトークの中で市

民の方々との対話を特に重視した市　　民の皆様の貴重なご意見・ご提言等

政懇談会「市民と市長のふれあい　　を得て、これからの市政に反映させ

トーク」をスタートしました。　　　ていこうとするものです。3月の市

　これは事前の質問事項の集約をも　　政懇談会は下表のとおりですので、

とに、市長が先頭になって各地区を　　各地区の皆様の積極的な参加をお願

訪問し、市民の皆様の生の声を聞こ　いいたします。

　　　市政に参画しよう「市民と市長のふれあいトーク」開催日程

地区　自治会名1開催月日開催時間開催場所開　催　場　所
城東コミュニティーセンター

田町会館

中央公民館

城北コミュニティーセンター

開催時間

午後7時
午後7時

午後7時

午後7時

開催月日
3月19日休）

3月25日（水）

3月26日（木〕

3月27日（金〕

　　自　治　会　名
柳町、旭町
田　町
本郷第1、本郷第2、本郷第3
上郡山、郡山、小下倉
亘理町、短ヶ町、新町、
本郷第4、西益岡

畢

白石

　市政懇談会は要望を受け付ける場所ではありません。市民の皆様の生の

声を聞く、意見交換の場所です。　　その成果をこれからの市政に反映し

ていこうとするものですので、ご理解をお願いいたします。

　　　改正後

一世帯　　　200円

電
話
の
移
転
手
続
き
は
お
旱
め
に
ー

　
毎
年
三
月
中
旬
～
四
月
中
旬
に
か
け

て
は
、
お
引
っ
越
し
な
ど
に
伴
う
電
話

の
移
転
申
し
込
み
が
非
常
に
多
く
な
り

ま
す
。
お
引
っ
越
し
の
日
に
ち
が
決
ま

り
ま
し
た
ら
、
お
早
め
に
局
番
な
し
の

　
「
二
六
」
番
（
無
料
）
へ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
お
引
っ
越
し
の
手
続

き
は
、
一
ケ
月
前
か
ら
受
け
付
け
し
て

お
り
ま
す
。

　
な
お
、
電
話
に
関
す
る
各
種
お
問
い

合
わ
せ
も
「
二
六
」
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

●
電
話
料
金
の
お
支
払
い
に
つ
い
て

　
請
求
書
を
お
持
ち
の
方
は
、
お
近
く

の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
（
電
話
料

金
引
き
受
け
の
看
板
が
あ
る
と
こ
ろ
）

で
お
支
払
い
で
き
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
N
T
T
白
石
営
業
所

　
費
二
五
－
三
〇
〇
九

市民の皆様へ
　　　　　　　　　　ごみ収集日について（お知らせ）

◆容器包装リサイクル法が施行されました
　昨年4月から、「容器包装に係る分別収集及び再商品化の促進等に関する法律」（容器包装リサイクル法）が施行され、資源ごみ

　の区分と出し方は、次のようになります。

◆資源ごみの分別が変更になりました（従来からの赤の指定袋をご利用ください）

　空き缶。プラスチック類と空きびん類に細分別して収集しています・　　　　※分別の徹底に着協力願います。

方し出

水洗いし、指定袋の口元を結んでください

　収集品目の例
飲料用・スプレー缶

ペットボトルなど

ガラス類

　　　（ふたを取り除く）

　　　種　　類

空き缶とプラスチック類

類んびき空

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（すでに配布しています「ごみの区分と出し方」（保存版）を参照願います

◆ごみの収集日（地区ごとに収集しています．曜日の見方は第何回目となります．）

不燃ごみ

第4／火

第4／月

第4／木

第4／金

第4／水

区 分

資源・ビン類

第2、第5／火

第2、第5／月

第2、第5／木

第2、第5／金

第2、第5／水

　　　ご　　み
資源・缶プラ

第1、第3／火

第1、第3／月

第1、第3／木

第1、第3／金

第1、第3／水

火・金

月・木

月・木

月・木

火・金

　　　　地　区（地域名）

A地区（越河、斎川、大平）

B地区（大鷹沢、白川、小下倉）
C地区（福岡、小原）

D地区（市街・東北本線東側）

E地区（市街・東北本線西側）

◆上記をあなたの地区にあてはめると平成10年2月の収集日は下記のようになります

不燃ごみ

3／24

3／23

3／26

資源・ビン類

　3／10

　3／31

　3／9
　3／30

　3／12

3／273／13

3／253／11

資源・缶プラ

　3／3
　3／17

　3／2
　3／16

　3／5
　3／19

　3／6
　3／20

　3／4
　3／18

　　　　可　　燃　　ご　　み

3／3、　3／6、　3／10、　3／13、　3／17

3／20、　3／24、　3／27、　3／31

地区名

越河、斎川、大平

3／2、3／5、3／9、3／12、3／16

3／19、3／23、3／26、3／30

大鷹沢、白川、小下倉

福岡、小原

3／3、3／6、3／10、3／13、3／17、

3／20、3／24、3／27、3／31

市街・東北本線東側
　（臼石工業高校側）

市街・東北本線西側

　（白石市役所側）

　　（注意）鷹巣地区の資源及び不燃ごみは、月曜日となりました。

　　　　　　また、大鷹沢田中地区の資源及び不燃ごみは、金曜日となりました

◆お願い
　1．ごみは収集日を守り、かならず収集日の朝8時30分までに出してください

　2，生ごみは、十分に水分を切ってから出してください。

　3．ペットボトルは燃やさないで、資源ごみとして出してください。

　4．スプレー缶は中味を使いきってから穴をあけ、資源ごみとして出して下さ1

◆ごみは指定の集積所へ
　1．ごみはあなたが住んでいる自治会管理の集積所へ出してください。

　2．他の自治会管理の集積所への持ち込みはしないでください。

　　◎仙南リサイクルセンターでは、一般家庭の「不燃性粗大ごみ1を平日と毎月

自治会管理の集積所へ出してください。

の持ち込みはしないでください。

は、一般家庭の「不燃性粗大ごみ」を平日と毎月第3土曜日（8：30～11：30）に受け付けしています

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●㊨、市生活環境課　電話22－1314

自
石
消
防
署
か
ら
春
の
全
国

火
災
予
防
運
動
に
つ
い
て

　
恒
例
の
春
季
全
国
火
災
予
防
運
動
が

三
月
一
日
㈹
か
ら
七
日
ω
ま
で
実
施
さ

れ
ま
す
。

★
山
火
事
に
注
意

　
こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、
空
気
が
乾
燥

し
て
と
く
に
林
野
火
災
が
発
生
し
や
す

く
な
り
ま
す
。
火
の
取
り
扱
い
に
は
十

分
注
意
し
風
の
強
い
日
は
た
き
火
を
し

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
た
き

火
を
す
る
場
合
は
、
消
防
署
へ
届
け
出

（
届
出
書
又
は
電
話
）
を
し
て
く
だ
さ
い
。

★
油
も
れ
に
こ
注
意
i

　
最
近
、
家
庭
用
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
の
普

及
に
よ
り
、
油
も
れ
事
故
が
多
発
し
て

お
り
ま
す
。
油
が
流
出
す
る
と
火
災
の

危
険
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
河
川
等
に

入
れ
ば
、
汚
染
の
範
囲
も
急
速
に
拡
大

さ
れ
ま
す
。
取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
細

心
の
注
意
を
払
う
よ
う
心
掛
け
る
と
と

も
に
、
次
の
点
に
留
意
し
て
く
だ
さ
い
。

1
．
タ
ン
ク
に
注
油
す
る
場
合
は
そ
の

　
場
を
離
れ
な
い
。

2
、
注
油
後
は
、
完
全
に
バ
ル
ブ
を
閉

　
め
る
。

3
．
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
及
び
配
管
に
腐
食
、

　
破
損
、
接
合
部
か
ら
の
に
じ
み
は
な

　
い
か
。

4
．
漏
れ
な
い
、
あ
ふ
れ
な
い
措
置
を

　
す
る
こ
と
（
ブ
ロ
ッ
ク
等
の
囲
い
を

　
設
け
る
）
。

5
．
使
用
済
み
の
て
ん
ぷ
ら
油
な
ど
を

　
河
川
等
に
捨
て
な
い
。



の．
．
▼
　
　
■

「貧血」

公
立
刈
田
綜
合
病
院

内
科
科
長
小
松

　
血
液
の
濃
さ
が
う
す
い
状
態
を
省
血

と
い
い
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
大
部
分
が
、

鉄
分
が
不
足
し
て
お
き
る
鉄
欠
乏
性
貧

血
で
す
。
生
理
、
妊
娠
、
出
産
と
成
長

期
か
ら
更
年
期
に
入
る
ま
で
需
要
の
多

い
期
間
が
続
く
女
性
に
多
く
み
ら
れ
ま

す
。
一
方
男
性
で
は
、
そ
の
よ
う
な
需

要
は
な
く
ご
く
限
ら
れ
た
成
長
期
に
貧

血
が
み
ら
れ
る
他
は
あ
ま
り
貧
血
に
縁

が
あ
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
喫
煙
、
ス
ト

レ
ス
、
肥
満
な
ど
に
よ
り
多
血
症
に
な

る
人
の
ほ
う
が
目
に
つ
く
く
ら
い
で

す
。
そ
こ
で
成
長
期
を
過
ぎ
た
男
性
、

更
年
期
を
す
ぎ
た
女
性
で
貧
血
を
指
摘

さ
れ
ま
し
た
ら
少
し
考
え
て
く
だ
さ

い
。
何
か
別
の
病
気
の
サ
イ
ン
か
も
し

絶■
贈㌔

真
理

れ
ま
せ
ん
。

　
現
在
、
日
本
に
お
け
る
死
因
の
ト
ッ

プ
は
癌
で
す
。
そ
し
て
四
人
に
一
人
は

癌
で
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
癌
に
も
い

ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
病
期
、
種

類
に
よ
っ
て
は
延
命
の
み
な
ら
ず
、
治

癒
が
確
実
に
期
待
で
き
る
の
で
す
。

　
「
健
康
は
自
分
の
財
産
で
あ
る
。
」

と
い
う
考
え
方
が
大
分
浸
透
し
て
き
て

い
る
今
、
健
康
診
断
や
人
間
ド
ッ
ク
、

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
な
ど
に
お
金
を
か
け

る
人
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
自
石
市

も
種
々
の
健
康
診
断
を
毎
年
実
施
し
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
受
診
さ
れ
、
自
分
の
命

を
自
分
で
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　謙。門間　忠良くん　　（八幡町）　　　　渡邉　はるかちゃん（緑ケ丘｝　　　　　　　　／
菊地　　諒くん　　　（田　町1
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慧

羅
．

肇、鑑iレ
　　　　．．＿＿、選i7廻。曜w遠旨．

，．．、．燃一

1翫鉦甑、松菜としめ1の繭えン＼

　　　　　　ヤ

ヘルスメイト白石　　　1

大槻みち子さん　1
　　　（白　石）　ノ
　　　　　　ノ
　　　　　！　　　　　ノ　　　　　！
　　　　1　　　！！

ス牛ムミノ〃クも加えて、カルシウム

たっぷりの手軽な和物です。

蝦
，
’
審
「

｝
♂
．

　材料〈4人分〉

小松菜……・・……1509

しめじ一・・一・一・一一100g

れんこん……・……50g

白胡麻……………50g

「
　　砂糖・………大さじ1

　　みりん…大さじ1・1！2
＠
　　しょうゆ一一一大さじ1

　　スキムミルク・・大さじ1

〈
作
り
方
〉

①
小
松
菜
は
沸
騰
し
た
お
湯
に
塩
少
々

　
入
れ
て
色
よ
く
茄
で
る
。

②
し
め
じ
は
小
房
に
分
け
て
さ
っ
と
茄

　
で
る
。
れ
ん
こ
ん
は
酢
水
に
つ
け
て
、

　
あ
く
ぬ
き
し
て
麺
で
る
。

③
白
胡
麻
を
す
り
（
市
販
の
す
り
胡
麻

　
で
も
よ
い
）
⑤
を
合
わ
せ
、
食
べ
る

　
直
前
に
材
料
と
和
え
る
。た騰鞍

、

1・園圓囮回・

く1

’

　
　
　
　
　
る

、
　
　
　
　
2
4

D6

住宅ローン借換えを勧誘手ロとす

　リフォーム工事にき用心1！

　
「
住
宅
ロ
ー
ン
が
楽
に
な
る
」

を
う
た
い
文
句
に
、
近
年
の
低
金

利
に
目
を
つ
け
た
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
会
社
が
、
「
住
宅
ロ
ー
ン
の
借

換
え
を
す
れ
ば
月
々
の
支
払
い
が

今
よ
り
楽
に
な
り
、
浮
い
た
分
で

リ
フ
オ
ー
ム
し
ま
し
よ
う
。
銀
行

と
の
面
倒
な
手
続
き
や
複
雑
な
手

続
き
は
個
人
で
は
難
し
い
の
で
当

社
が
す
べ
て
代
行
し
ま
す
」
な
ど

と
持
ち
か
け
て
ト
ラ
ブ
ル
に
な
る

ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
例
と
し
て
「
借
換
え
は
で
き
た

が
、
そ
の
金
利
が
当
初
の
営
業
マ

ン
の
説
明
と
違
い
支
払
い
が
増
え

て
き
た
」
「
借
換
え
は
で
き
た
が
、

銀
行
の
手
数
料
と
リ
フ
ォ
ー
ム
工

事
費
を
合
わ
せ
る
と
足
が
出
て
し

ま
っ
た
」
「
営
業
マ
ン
の
話
を
信

じ
て
工
事
請
負
契
約
を
し
た
が
、

不
動
産
担
保
価
値
が
下
が
り
借
換

え
が
で
き
な
か
っ
た
」
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
例
で
は
、
借
換
え
が

終
わ
る
ま
で
の
「
つ
な
ぎ
資
金
」

と
称
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
数
百
万
円

の
ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
を
信
販
会
社

と
の
問
で
組
ま
さ
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
借
換
え
が
で
き

な
い
と
分
か
っ
た
と
き
は
、
す
で

に
工
事
が
完
了
し
て
い
る
ケ
ー
ス

が
多
く
あ
り
ま
す
。
住
宅
ロ
ー
ン

の
借
換
え
手
続
き
は
個
人
で
も
で

き
ま
す
の
で
、
営
業
マ
ン
の
話
を

う
の
み
に
せ
ず
、
自
分
で
銀
行
に

問
い
合
わ
せ
て
み
る
な
ど
の
慎
重

さ
が
必
要
で
す
。

　
消
費
生
活
相
談
室

　
　
　
餐
三
ー
一
三
二
二

調査年月日1平成10年2月1日
罫均価格禰輌砒高値安値安値

5，030

　　594

　　684

　　　76

　　　95

　　398

　　628

　　580

　　　98

　　228

　　188

1揃輌駄

＋226
－　33

　　164

6　5，400

3　900
4　774
3　　78

6　100
6　498
－　798

－　780

1　370
－　348

－　　198

一　76

＋　51

平均価格

5，210

　　796

　　744

　　　77

　　　97

　　441

　　708

　　713

　　196

　　288

　　194

翻Dの一
　　　規　　　格

一般家庭用、10nf

184

18召

14、店頭価格、現金売り

1召、レギュラーガソリン、現金売り

合成洗剤、高密度粉末1，21g〔1，51gでも可）

液体、ポンプタイプ、700～780溜

VHS、録III面11？問120分、スタン
ター1・タイプ、3巻紐、換算．可

長袖ワイシヤツ1枚、尋lil
あるいは綿乏聯晦、店頭ず厘し
固形、プロセス、箱入り、200～225g

Mサイズ、10個入り1パック

＠
品　　目

プロパンガス

灯油（店頭）

灯油（配達）

軽　　油
ガソリン
洗濯用洗剤

シヤンプー

ビデオテープ

クリーニング

チ　ー　ズ

鶏　　卵

安f直
　　128

　　298

　　268

3，980

　　185

　　233

　　380

　　698

　　100

　　198

　　598

　1411＋　3
比高値

3　148
－　498

－　398

－　4，560

7　198
－　298

－　980

－　1，080

－　　150

－　198

－　1．280

　141
　384
　311
4，363

　189
　265
　613
　919
　133
　198
　939

　　　規　　格
普通品（1斤入り）1袋
サラタ油喰用調舗ポリ容罰1，1駄

11・g袋又はカノフ人り
（“　’之1、r、は1徐く）．たし人O）呵

甚灘し1・㌔も醒濠潔擢㌍00％

14、紙パ・ソク入り

ロース、チルド、100g
赤身，切身鵬用離だ又はめばち100g

輸入品、無頭、長さ8～10cm、100g

普通品1kg
普通品1kg
ロース、チルド、100g

品　目

食パン
食用油
み　 そ

うるち米
牛　 乳

輸入牛肉

まぐろ
え　 び

にんじん
ね　 ぎ

国産牛肉



3月6日（金）

～3月8日（日）

（会場）白石市中央公民館

（主催）白石市中央公民館（盈26－2453圃24－5377）

（主管）第17回公民館まつり実行委員会

公民館で、生涯学習に取り組む人たちの祭典として、一年間
の成果を発表、展示するものです。

ご近所お誘い合わせの上、ぜひご来場ください。

　　　　　　　　　　　　　　　　幅．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　穐、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　晦
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くゆ

　　　　　　　　　　　　　　　　ヤrて」夢陶閣神
●会場案内

一
『
『
、
’

階

　　1
，森

階 2

　　　ご翼鱈翁濁会ウ
《テーマ》

　　　　　「ものまね人生まっしぐら」

《講師》

　　　　　江戸家小猫さん

《日時》

　　　　　3月7日（土）18：30～20：00

《場所》

　　　　　白石市中央公民館大ホール

1

部屋名

図書室

調理実習室

事務室前ロビー

大ホールロビー

内　容

研究展示

料　理

絵　画

手　話

パネル展

団　体　名

古文書講座

古典講座

ヘルスメイト白石

会
会

　
　
　
り

美
ゆ

　
　
　
、
う

白
　
し

白石ユネスコ協会

部屋名

視聴覚室

第2研修室

第1・2講座室

内　容

陶　芸

ちぎり絵

押し花

手　芸

絵
道

墨
書

俳　句

団　体　名

木粕会・陶芸教室

陶好和会・不忘会

ちぎり絵教室

押し花教室

パッチ布レンド

ダネラアート

墨絵サークル

鏡会・白友会

筆友会

蔵王俳句会

俳旬展示では、俳旬の添削コーナーを設けます。興味のある方はご利用ください。

江戸家小猫さんプロフィール
昭和24年東京生まれ。江戸家猫

八を父にもち親子三代のものまね芸

に携わる。

子どもの頃から父親のものまね芸

を生活から学び、10歳にしてテレ

ビに初出演し、生まれながらの父親

ゆずりの素質を披露する。

ものまね（動物・鳥）を通して人

と人とのふれあい、コミュニケーシ

ヨン、自ら模範を示す笑顔の大切さ、

優しさを物語ってくれる。

昭和56年、もちまえの明るさで、

放送演芸大賞を受賞。

平成2年、ベスト・ファーザー賞
を受賞。

現在は、寄席・テレビレギュラー

出演・全国各地で講演会を行うなど

幅広い活動を繰り広げている。

・
置 r　I㍉

※入場は無料ですが、入

場整理券が必要です．

詳しくは公民館へお間

い合わせください．

O日　時　3月8日（日）10：00開演

O会場白石市中央公民館大ホール〔入場無料〕

O内容
コーラス・カラオケ・舞踊・尺八・詩吟・大正琴・エァ

ロビクスなど、公民館で学習している人たちの発表会です。

ぜひご来場ください。

o 蹉　　「客

　《　　＾、　　麟
　1’㌦　　趣藩

顧墜鍔、

野草に親しむ会、白石友の会、パッチ布フレンド、料理、陶芸などの団体の

作品を即売いたします。お楽しみにご来場ください。



屍圃 夢

白石市働く婦人の家 岱・圃25・5095

平成10年度白石市働く婦人の家定期講座受講生募集

〔募集要項〕

●お申し込み期間

　3月9Ei（目18：30～

　　　　3月20日1金）17：00

　　（定員になり次第締め切ります）

●お申し込み方法

　ご来館または電話（恐25－5095）

でお申し込みください．

●経費
　受講料は，無料ですが、教材費等は

各自負担になります「、、

☆夜の講座

●託児
　おおむね2歳以上のお子さんを対

象にしていますが、ご相談に応じま

す。

●利用できる方

　女性の方だけでなく男性の方も利

用できます，

●開講日

　4月18日1土113：30～15：00

　　開講式

　　オリエンテーション

　　特別講シ寅

講座名

ペン習字

フラワー
アレンジ
　メント

水墨画

心理学

懐石料理

ケーキ＆
デザート

手　　話

ク
）

ツ
品

ジ
手

マ
（

謡　　曲

☆昼の講座

講座名

エアロ
　ビクス

器を

　楽しむ

筆
字

毛
細

用実

ハーブ

四季
　の料理

懐石料理

なるほど
ザ・クッ
　キンク

ケーキ＆
デサート

英会話
　に挑戦

シェイプ
アツプ

　体操

‡
冗月良

期間（回）

4月～12月
　（16回）

4月～12月
　（9回）

4月～12月
　（16回）

4月～12月
　（9回）

4月～12月
　（9回）

4月～12月
　（9回）

4月～12月
　〔16回）

4月～11月
　（15回）

4月～11月
　（19回）

期間（團）

4月～耀2月
　116回）

4月～12月
　（20回）

4月～12月
　（16回）

4月～12月
　（9回〉

4月～12月
　髪9回）

4月～12月
　（10回）

4月～12月
　（9回》

4月～11月
　（9回）

4月～7月
（12回）

4月～12月
　U7回）

4月～12月
　（16回）

曜目・時問

第2・4火曜日
18：30～20：30

第3水曜日
18：30～20：30

第2・4水曜日
18：30～20130

第1水曜日
18：30～20：30

第1木曜日
て8＝30～20：30

第3木曜日
18：30～20：30

第2・4火曜日
18：30～20二30

第2・4火曜日
18：30－20＝30

第2．3．4木曜日

18；30～20130

曜日・時間

第レ3木曜日
13：30～15；00

第1，2，3金曜日

10＝00～12：00

第2・4火曜日
10：00～12：00

第4金曜日
て0：00～12＝OO

第4水曜日
10100～12：00

第4木曜日
10＝00～12：00

第2水曜日
10：00～12＝00

第3木曜日
10：00～12：00

毎週火曜日

10：00～12100

第1・3火曜日
10：00～12100

第2・4月曜日
14100～16＝00

定員

20

20

20

20

20

20

20

15

20

定員

20

20

20

20

20

20

20

20

15

20

20

内　　　容

実用的で手軽なペン字
をマスターしよう

暮らしに花を
生花を使った

　　アレンジメント

基礎からの水墨画

鏡に映らない心≧、興味

のつきない心理学

日本文化の
食の殿堂を学ぶ

季節のお菓子とテーブ
ルのアレンジで楽しい
ティタイムを

楽しく手話を覚えてみ

ませんかU
簡単トリックを覚え
あなたもマジシャンに

大きな声で謡ってみま
しょう！1

内　　　容

体を動かして
　健康づくりを

手作り器で
　暮らしを楽しく

様々な生活の場面に
役立つ毛筆細字

ハーブを上手に使って
暮らしの友に

伝えていきたい、

　お母さんの
　　　季節料理

日本文化の
食の殿堂を学ぶ

おいしくバランスのと
れた、実践的な家庭料
理のコツを

季節のお菓子とテーフルのア

レンシで楽しいティタイムを

すぐに役立つ簡単な英
会話，

さあ、あなたも挑戦11

タイエ・ントをとお思い

のあなたにピッタ1力1

話し下手解消1人前で
話す自信がつきます

講　　師

永井忠雄先生

千田洋子先生

中井恒峯先生

梶原英志先生

今井紘一先生

　
生

子
先

美瑠地引

柴崎しく子

　　　先生

小玉繁先生

松田謙一先生

講　　師

小関幸子先生

鈴木和江先生

永井忠雄先生

遠藤直子先生

畠　つね先生

今井紘一先生

半沢誠子先生

引地瑠美子

　　　先生

　
ジ
生

　
ツ
先

リ
ト

ン
一

リ
オ

八巻奈美子

　　　先生

沼沢郁子先生

3月の休館日

2・8・16・21・22・29日

ふるさとの山を観る講座

●講　師　渡辺信有先生

　　　　　く定員30名＞

回

2

3

4

5

6

目　時

4／18出

4／23休1

6／4休1

6118内

7〆2休1

101151木1

内　　容　（場　　所）

平成10年度定期講座開講式

幻想的な仁田沼の水芭蕉を観る

　　　　　　1福島県土湯温泉）

“ひめさゆり”を観る（福島県熱塩加納村）

南蔵王の山を歩く

吾妻スカイラインと浄土平周辺を歩く

　　　　　　（福島県吾妻連峰1

えぼし岳の紅葉を観る1蔵王連峰）

●お申し込み方法

　3月11日（水）8：30～

　　　　　　　　3月19日（木）17＝00

　ご来館または電話（盈25－5095）

でお申し込みください。

●経　費　1，500円～2，500円（バス

代，保険代等）

※咋年「ふるさとの山を観る講座」

を受講された方はご遠慮ください。

※応募多数の場合は、抽選とさせて

いただきます。

民話を訪ねる講座

●講　師　鈴木智恵子先生

　　　　　く定員20名＞

回

1

2

3

4

5

6

日　時

4〆18仕1

5！27P掃

6〆241水1

7／22鵬

919伽

10〆28〔水1

内　　容　1場　　所〉

平成10年度定期講座開講式

福島県梁川町「里見庵」、福島市「民家園」

蔵王町宮「刈田嶺神社」、村田町「ふる
さとおとき苑」、川崎町「ふるさと村」

柴田かたりへの会、丸森町「ふるさと館」他

七ヶ宿町めぐり、高畠町「童話の里」他

多賀城民話の会　他

●お申し込み方法

　3月11日〔水18：30～

　　　　　　3月19日㊨17：00

　ご来館または電話（費25－5095）

でお申し込みください。

※定員になり次第締め切ります。

●経費2，500円～3，000円

　　　　（バス代，保険代，昼食代等）

※その他、特別講座・ホームヘルパ

ー3級指定老人介護講習会また講演

会・ミニ展示会・婦人の家まつり等

開催いたしますので、その都度「広

報しろいし」または働く婦人の家の

お知らせ「ホットTheしろいし」

でお知らせいたします。

白石市文化体育活動センタイキューブ」 盈22・1290

圃22・1289

休館日4・11　18・25日
転

　撫留＠獄癒しも創
　さまざまな楽器の起源とその演奏

方法を解説します。

●日　日寺　3月27日1金1

　ヤ．

三枝成彰音楽大学（補講）

　　　　　18：00（開場）、18：30（開演）

●受講料　一・　　般　2，100円

　　　　　高校生．以下　1，050円

　　　　　　　　　（消費税込み）

由紀さおり1安田祥子童謡コンサート 山舳鄭荘村清志デュオコ”一ト

●日　時　3月8H僻
　　　　　14：30（開場）、15：00（開演）

※おかげさまで、座席指定チケット

　は完売いたしましたが、好評につ

　き立見券を3 7日吐1後3時に
　キューブ窓口で発売いたします。

匪趙　　　3000　　5…　　　’入み

『7妙ロ全倉事夕一妙瑠る溺ぺ4

●日時　3月21日巾
　　　　　14：00（開場）、14：30（開演）

●入場料　全席指定　3，000円

　　　　　　　　（消費税込み）

スパッシュランドしろいし 盈29・2326
圃329冒2328

休館日11・25日

第5回東日本国公立大学水泳記録会開催

●開催日

●場所

3月9日艸
スバッシュランドしろいし

50m公認プール

※当日は、競才支終了までプール、ト

レーニングルーム、2階大広間の利

用はできません。ご了承願います、

『湯っくり、湯ったり温泉健康講座』受講生募集

●受講期問

　平成10年5月～平成11年3月ま

での第3水曜日（時間10：30～14：30）

その他のお知らせ

○健康講座、各教室（水泳、アクア

　ビクス、エァロビクス）の受け付

　けは、4月7日吹）より実施します。

O『夏休み子供会』の予約受け付け

　ています。

○『個人会員募集』

　3月中に新規個人会員に加入され

　た方に粗品を差し上げます。

03月28日（土）来館者の方に粗品を

　進呈します。

　（ただし、市民会員証、個人会員

　証を提示してください。）

イ　片倉家中武家屋敷「旧小関家』
費24・2162

武家屋敷催事『ひな祭り』

　皆様のご来場をお待ちしておりま

す！！

●開催期間

　3月3日1火1まで’　9：00～16＝00

●会場
　片倉家中武家屋敷「旧小関家」

●主催
　白石市教育委員会

　財団法人自石市文化体育振興財団

●内容　ひな人形の展示

Oお問い合わせ先

　自石市教育委員会社会教育課

　文化財係燈22－1343

題
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　　R旧RARY　NEWS
★今月の書棚（子ども読書室）

「全6巻」岩波書店

ザ翻・霧嬬1甥

　械／も

マイクロソフトービル・ケイツ
シャネルーココ・’ヤネル
コダソクージョーン・イーストマン
フォードーヘンリー・フォート
ソニー一盛田昭央
ザ・ホデゴショッフ
　　ーアニータ　・ロデ1ソク

■新着図書案内30選■
1．人生．をかえる本もあった　　　川成洋著

2．なぜ、この人はここ一番に強いのか

　　　　　　　　　　　　　弓ノ、兼憲史著

　　橋を楽しむバリ　　　　　　泉満明苦

　　学級・学校での話のネタ365日

　　　　　　　　　　　　岩L．ヒ薫1まカユ著

5，環境論ノート　　　　　　川村公一著
6．ノk辺0）楽校マニュアルブヅク

　　　　　　建設省河川局河川環境課監修
7．首都機能移転を検証する　　　久慈力著

8．かんたんベランダ菜園

9．おかあさんといっしょ　あやとりあそび

10。仕、事英会話フレーズ81）O

　　　　　　　　M・フィソツヘンリ著
11．資格オールガイド　　池田書房編集部編

12．対ロノi杉浦目向子の江戸塾

　　　　　　　　　　　　杉を甫目r司一子著
13．聚叩民ブック　　　　　　　　　　長谷川和夫著

14．カジュアル出産事典

15．やさしい和菓子づく1）　主婦と生活社編

16，遠藤周作の世界　　　　　朝日出版社編

17．神さまレイくんをありかとう

　　　　　　　　　　　　水越けいこ著
18．母への遺言

　　　　　アルベル1・・ヘウェラックア著
19．ボーダー・ミュージソク

　　　ロバート・ジェームズ・ウォラー著
20．くちづけ（」二・下）　　　　赤川次郎著

21．おしゃれなサムとバターになったトラ

　　　　　　　　ジュリアス・レクダー文

22．ビリーはもうすぐ1ねんせい

　　　　　　　　　L・アンホール1・文
23、よもきたんご　　　　 さとうわきこ作

24、わたしたちと裁判　　　　　　後藤昭音

25．早わかi）1水族館のしくみ　安部義響著

26．あいちゃんの7日間インターネット教室

　　　　　　　　　　　むろやひでき著
27．作文がすらすら書けちゃう本

　　　　　　　　　　　　宮川俊彦著
28，ちひろ憧憬　　　　　　　中川洋子著

29．おてんば盲導犬モア　　　　今泉耕介著

30．サインとマーク

　　　◆図書館利用案内◆

開館時問　　　火～土曜日　9時～17時

　　　　　　日曜日　　10時～16時

3月の休館日

　2日、9日、16日、21日、23日、27～31日
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宙肉欝ら鰯蜘ら世

◆図書館からのお知らせ

　〔盈26－3004・圃26－3505〕

　1月10日より図書電算システム

が稼働となりました。1月10日以

前に登録されている方で、まだ新利

用者カードを受け取っていない方

は、本人と確認できるもの（免許証

等）をお持ちになり、早めに図書館

カウンターまでお申し出ください。

なお、本を全部返却いただいてから

新しいカードと交換いたします。

◆弥治郎こけし村

鰯騰糊陥、25日〕

早春企画

“蔵王東麓の木地玩具展”

●期問
　3月9日（月）～4月19日（日）

●場　所　こけし村　開放展示室

　故菅野新一氏から寄贈頂いた木地

玩具の中から白石市、蔵王町、川崎

町の伝統こけし工人の作品を展示し

ます。

※第4回雛の宴展は3月8日まで開

　催しております。

◆碧水園からイベント情報

　　　〔豊・圃25－7949〕

碧水園茶会

　初めての方もどうぞ！！簡単にお茶

のいただき方の指導もいたします，

●日時
　3月8日旧）10100～15：00

　3月22日1日110：00～15：00

●お茶券　400円

公立畑綜舗院施のお知らせ

○平成9年10月から毎週土・日曜

日については、内科系医師と外科系

医師の2名の医師が当直して、住民

の皆様に対してより充実した診療体

制を図っております。

Oインフルエンザの予防注射を行っ

ております。詳しくは内科および小

児科外来にお問い合わせください。

（お問い合わせは月～金曜日の13時

～17時の時問内にお願いします。）

㊤お問い合わせ先

　公立刈田綜合病院費25－2145

生涯学習文化講演会

⑫テーマ「心構えと手の読み方」（予定）

o講師
　日本将棋連盟　元会長

　　　　九段　原田泰夫

の日時　3月22日1日114：00

●場　所　白石市古典芸能伝承の館

　　　「碧水園」

※入場は無料ですが、入場整理券が

　必要です。詳しくは、市生涯学習

推進室（キューブ内豊22－1290）

　へお問い合わせください。

，感　　’Q

麗雪
　　　｝

融
鳳．

勧腱し⑳乎鵬をしか誹ζ《れてあ◎がと5

青少年健全育成啓発のための立看板設置

キューブ南側（3号公園内）と

国道4号線バイパス（城南団地入口）近くの2ケ所に

　　　　　　　　　　☆昭和30・31年同年会（会長大槻隆さん）

’
、

富．メ，藁鱒　　力情少年健全育成のために1量立ててほ
　　　　　　　　　　　しいと市に30万円が寄付されました。

　　　　　　　　　　　　この趣旨を生かすために、青少年健全

一・一墾鮮　　灘灘羅嚢濤莚諜5
　　　　　　　　　　　りました。この程、世界ロータリークラ

　　　　　　　　　　　ブのスローガンである「わたしの子供を

　　　　　　　　　　　しかってくれてありがとうj（写真）の
　ヨちンつ　く　　むいロ
・∫毒蜘☆☆妾莞璽こモ高窺繕諾聚器，

、一
悉騨一1』二基国道4号線バイパス（繭団地入□）

　　　　　　　　　　　近くにも設置しました。

◆白石市愛のひと声運動をすすめる実行委員会（26団体）では

ヂよそのぎ右自分の子と周σように
　　　　　　　　　　　　温かく見守り声がけずるノ
ことを運動の柱にしています。

社会右許ざれないことは、子供ぞも絶対許さない。

私達大人の毅然とした態度が必要ぞす。

白石市愛のひと声運動をすすめる実行委員会

　　（事務局は、白石市教育委員会）

’
一
＼
／ ’ノヘ／㍉一ゾ

　輝いています。今のあなた
☆　　　　　　　　鐙』

｛

平成10年度白石帝奨学生募集 白石市民春まつり

　甲胃行列参加者募集

　市内に1年以上住んでいる方の子

弟で、高等学校以上の学校またはこ

れと同等の学校に在学する、学術優

秀、品行方正、心身ともに健全で、

経済的事由により学資の支弁の困難

な学生を対象に、奨学生を募集しま

す。

区分

大学生

短大生

高校生

募集人員

5人程度

3人程度

2人程度

貸付金額

月額25，000円

月額25，000円

月額15，000円

※募集人員は、応募状況により変更

になる場合もあります。

㊨申請の手続き

　申請用紙（市教育委員会にありま

す）に所定の事項を記入し、学校長

の推せん書、成績証明書、在学証明

書を添えて4月30日休ぽでに申請

してください。

　なお、日本育英会等の奨学金を受

けている方はご遠慮ください。

O貸付金の償還

貸付期間満了の6か月後から月賦

均等償還により、貸付を受けた期間

の2倍に相当する期問内に償還しま

す。（繰り上げ償還もできます）

●お問い合わせ先

市教育委員会　管理課総務係

費22－1342（内線）411、413

「市民農園」利用者募集

　恒例の自石市民春まつり甲冑行列

を実施いたします。生涯の1ぺ一ジ

として飾りたい方、仲間同志、お誘

い合わせのうえご参加ください。ま

た「稚児行列」の参加者も同時に募

集していますので皆さんの参加をお

願いいたします。

　なお、配役は実行委員会において

決定させていただきます。

②日　程　5月3日（祝）

O募集人員　50名

●条　　件　20～50歳（男女問わず）

●お聞い合わせ先

　白石市民春まつり協議会事務局

　（白石市商工観光課内）

費22－1321　担当　菊地

「新体操ジュニア教室」

　生徒募集

　白石市では、平成4年に市民農園

を開園し、皆様にご利用いただいて

おりますが、現在多少の区画が空い

ておりますので、家庭菜園をやってみ

たい方は、ぜひお申し込みください、、

●場　　所　白石市郡山字平成地内

●募集区画　5区画

●1区画面積　40nf

（ただし、一家庭1区画に限ります。）

●貸付料　年間5，000円

●貸付期間　1年間

●応募期間　3月2日～3月20日

（ただし、毎週土曜日・日曜日・祝日は

除きます。〉

※応募多数の場合は抽選といたします，

●お申し込み方法

農林課又は農協営農相談課に備え

付けの申込用紙（印鑑要）に、必要事

項を記入の上お申し込みください。

●お問い合わせ先

・白石市農林振興センター内

産業部農林課農政係豊22－1253

・白石市農業協同組合営農相談課

　　　　　　　　豊25－5962

まちづくり講演会参加者募集

●日　時　3月26日（木113：30～

●場　所　白石市総合福祉センター

　　　　（臼石市福岡蔵本字茶園）

●演題
　ずチェろ　レヒ　リノラ

　「自然療法としての都市づくり」

●講師
　白石市都市ブロデューサー

　堀池秀人氏
（㈱堀池秀人都市・建築研究所所長）

講演終了後、施設見学会を行います。

●その他　どなたでも参加できます

　ので、3月20日（金ぽでお申し込

　　　　　　　　　　　臨
一、ご、．憲磁謡認聯鞠

撃響襲襲塾、、嚢

　　　　　　　　　　　郷

みください。

Oお申し込み・お問い合わせ先

　市総務部振興課企画係

懸22－1324

●主　催　白石市文化体育振興財団

　　　　白石市体操協会

●練習日　毎週土曜日　14：00～

　　　　Aコース　16：00まで

　　　　Bコース　17100まで
●場　所　キューブ・アリーナ

●対象者　小学2年～中学2年の女

　　　　子生徒（現1年生可）

●指導者　日下イサヲ先生　ほか

●入会金　2，000円（保険料等）

●月会費　Aコース　4，000円

　　　　Bコース　5，000円
●締め切り

　　　3月10日〔火1～4月10日（金）

●お申し込み・お問い合わせ先

　　　キューブ廿22－1290

『沸縄塞健㊥繋恥』⑳齢蜘6避

　八重山諸島に伝承される民謡や舞

踊を披露いたします。お気軽にこ参

加ください。

●日　時　3月22日（日）12：00～14100

●場所白石かんぽの宿
●入場料　無料

（整理券が必要です。整理券は有田

工業にて配付しております。）

●お問い合わせ先　岱25－0863
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3月1日
　内科　引地泌尿器科内科ク仁ック盈26－2823

　外科刈田病院恐25－2145
　歯科三沢歯科クリニック盈25－6483

3月8日

　内科亘理医院恩25－8501
　外科刈田病院倣25－2145
　歯科　水野歯科医院岱26－2401

3月15日

　内科三浦クリニ・ソク盈25－6854

　外科刈田病院各25－2145
　歯科　村上歯科医院（蔵王町）a33－4125

3月21日

　内科広瀬医院恐25－0238
　外科堤　医　院低25－1181
　歯科　岩田歯科医院暦25－2191

3月22日

　内科海上医院盆25－1501
　外科橋本医院費25－1616
　歯科小野歯科医院低25－8007

3月29日

　内科　水野内科クリニック　佃25－2736

　外科宮城医院低25－2062
　歯科高沢歯科医院費25－5220
※都合により変更になる場合があり

　ます。

※休日当番薬局は健康カレンダーで。

市内の交通事故（1タ蘇録

事故発生件数　　96｛牛（　96イ牛）

死亡者数　　0人（　0人）
負傷者数　　16人（16人）
物損件数　　　82イ牛（　82イ牛）

■人ロ41，684人（前月比）一14人

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

帰2・，486　帰21，198

■世帯数

　　　　※住民基本台帳から
書12，727
　　　　　1月31日現在

　　成10年度　福祉タクシー
　　　　　利用助成券；を交付します σ　　‘◎　　σ

　　O・，0

　市内タクシー会社における基本料

金相当額割引券（平成10年度分助

成券）を交付しますので、次に該当

する方は手続きをしてください。

●対象者

1．身体障害者手帳「1級」「2級」

　及び「3級（心臓、腎臓、呼吸器、ぼ

　うこう、直腸又は小腸の機能障害を

　有する方に限る）」をお持ちの方

2、療育手帳「A」をお持ちの方

3．特別児童扶養手当証書「1級」

　をお持ちの方

4．精神障害者保健福祉手帳「1級」

　及び「2級」をお持ちの方

※ただし、施設に入所している方を

　除きます。

●手続きに必要なもの

1．印鑑

2．身体障害者手帳、療育手帳、特

別児童扶養手当証書、精神障害者保

健福祉手帳のいずれか

●申請期間

　3月16日（月）～3月27日〔金）

※申請が遅れたときは、！か月を単

位として助成券の交付枚数が減るこ

とになります。

●申請とお問い合わせ先

　福祉事務所社会福祉係

　622－1400（内線165・166）

　　子通園施設が開設されます
　　　～平成10年4月オープン予定～

　発達に心配のある子どもたちが、

小集団での遊びを通し、日常生活の

基礎づくりをすることを目的とした

通園施設が開設されます。

●開設予定日　4月中旬頃

●場　所　白石市寿山15－8

　　　　（東保育園敷地内）

●利用定員　10名

　　　（母子通園を原則とします。）

●時間9：00～15：00

　　（お子さんの状況に応じます。）

●費用無料
●お申し込み期間

　3月10日1火）～3月27日（金1

●お申し込み先

　市福祉事務所社会福祉係

　盈22－1400

　相談は保健婦または家庭相談員まで。

　　呆の方を対象にしたデイ・サービス
　　　　力鞍台まります。

　平成10年4月より福岡蔵本茶園
にオープンする「総合福祉センター」

で、新しいディ・サービスが始まり

ます。

　利用できる方は、痴呆症かあり、

ご家庭で療養されている高齢者で

す。通所しながら健康の維持・増進

を図り、生きがいのある自立生活を

楽しんでいただけるようお手伝いし

ます。

●お問い合わせ・お申し込み先

　市福祉事務所　長寿福祉係

　費22－1400（内線164）

「自石郵便局からのお知らせ

鯛猛隊憲胞野侶⊃つ。
　就職や進学等での異動が多くなる

時期です、

　郵便局では、転居届を出していた

だくと、旧住所あての郵便物を新住

所へ無料で1年間転送するサービス

を行っています。

　公共料金の異動手続きといっしょ

に、郵便局にもお知らせいただくよ

うにお願いいたします。

　転居届は、郵便局及び市役所市民

課に備え付けてありますので、記入

後はそのままポストに投函してくだ

さい，

バーチャルリァリティ・シンポジゥム

『偲一婁やルリアリデイ⑳置界』一人⑳佛と⑪一
　（仮称）白石市マルチメディアセ

ンターは、7月オープンを日指して

現在急ビッチで整備を進めていま

す。センターは、市民のみなさんが

マルチメディアを見て、触れて、学

ぶことができる創造体験型施設で

す。そして、センターの目玉として

バーチャルリアリティ作品の展示が

あり、2月末には完成します。

　これに合わせて、次のとおりバー

チャルリアリティ・シンポジウムを

開催し、制作者にその不思議な世界

を語っていただきます。ご家族そろ

ってぜひご来場ください。

●開催日　3月12日（木）

●会場
　（仮称）白石市マルチメディアセ

　ンター（白石市図書館手・前）

●日程
　　シンポジウム　14：00～16：00

　・バーチャルリアリティ作品体験会

　　10：00～13：00

　　16：00～17：00

●入場料無料

●お問い合わせ先　市マルチメディ

　　ァセンター準備室a224500

●ホームページアドレス

hUP：／／www．dtinet．orjp／卿siroisi

　　石市鷹巣土地区画整理組合から
　　宅地分譲（保留地処分）のお知らせ

　J　R在来線・新幹線駅、文化体育施

設（キューブ）に近く通勤、通学、余暇

活動に利便性の高い新市街地の優良

宅地（保留地）63区画を分譲します。

下記の要領でお申し込みください。

．／

雪
嚢

繊籔ひ

　　　　　国道113号
隼

●お申し込み方法

　臼石市鷹巣土地区画整理組合事務

局から所定の申込用紙の交付を受け

て住民票抄本1通、抽選参加申込金

20万円を添えてお申し込みください。

●抽選日（公開抽選によって当選者を決定します）

　3目15日旧）9：00～9：30受付

　於：白石市鷹巣土地区画整理組合

　　事務所2階
●お問い合わせ先

　白石市鷹巣字荒屋敷前33－1

　白石市鷹巣上地区画整理組合

　事務局　費25－8020

●お申し込み受付期間・時間

　3月4日（水）～3月11日（水）

・平日9：00～17：00、土曜日9：00～15：00

　（日曜日及び祝日は除く）

保留地処分の物件概要

O所在地　自石市鷹巣字川崎前、字

　本木前、字桜田、字鳥喰、字田手、

　字六反町、字三島田、字入道前、

　字伊崎の各一部

O用途地域　第一種住居地域、商業地域

○建ぺい率　60％（第一種〉、80％（商業）

O容積率　200％（第一種）、400％（商業）

O敷地面積　182．9011f～508．85nf

O今回分譲区画数　63区画

0販売価格　（1区画）7，846～25，493干円

O設　備　市上水道、東北電力、個

　別プロパンガス、市公共下水道、雨

　水側溝排水

O売　主　臼石市鷹巣土地区画整理組合

O地　目　宅地（ただし底地につき農転要す）

O道　路　6mから16m
　　　　（歩行者専用道4m）

　　　～エッセイスト、放送タレント～

　　林正人氏講演会のお知らせ
●日　時

●場所

●講師

3月11日（水）14：00～

しんきんホール

（仙南信用金庫3階）

若林正人氏

●演　題　「嘘から出たまこと

　　　～メディア情報の影響力」

※人場整理券を配付します。詳しく

は、白石商工会議所青年部事務局

（費26－2191）へお問い合わせください。

紙上からお礼申し上げます

　生活基盤の整備や福祉事業のた

め、次の方々からご寄附をいただき

ました。紙上からお礼申し上げます。

　岡崎哲夫氏、（椥ミヤテツ　代表取

締役猪股勝三氏、丑寅会　会長太宰

雄一郎氏、昭和32・33年同年会　会

長長橋和夫氏、後藤清氏、三木健一

氏、白石経済交流プラザ189代表

山田　實氏、ソニー白石セミコンダ

クタ（椥代表取締役専務　栗原　繁氏

　　庁舎改修工事に
　　ついてお知らせ

　やさしいまちづくり事業の一環と

して、市庁舎1階東側入口の改修工

事を3月中に行います。

　内容は、スロープの設置、入口の

自動ドア化等です。

　大変ご迷惑をおかけいたします

が、工事期間中、東側入口をご利用

できない場合がありますので、正面

入口、北側入口をご利用下さいます

よう、お知らせいたします。

●お問い合わせ先

　財政課管財係盈22－1332

　　尿病セミナーの
　　　　お知らせ

　糖尿病は今や成人の10人に1人

といわれる病気で、年々増加の傾向

にあります，

　このセミナーでは、病気について

の新しい知識や情報をお伝えし、専

門のスタッフが個別で保健・栄養面

でのアドバイスをします。

　せひお気軽にご参加ください。

●日時　3月5日（木）

　　　　13：30～15：30

●会場白石市健康センター

　　　　2階大会議室

●内容
・講　和「糖尿病について」

　講　師　公立刈田綜合病院医師

　　　　　　　柳沼信久先生
・個別相談　医師、保健婦、栄養士

・料理の展示

●お問い合わせ先　市民生部保健課

　　　岱22－1361（内線617、618）
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地震等の災害発生時、オートバイの機動力を生かして交通網の破損状況等の

情報収集や緊急物資を被災地に輸送しようと、市内のオフロードバイク愛好者

で組織する「末広オフローズ」が、1月17日「災害援助隊」を正式に発足さ

せ、白石警察署と合同で大規模地震を想定した訓練を実施しました。「末広オ

フローズ」代表は市内でバイクショップを経営する半沢　俊隆さんです。オフ

ローズの横顔は「15年前に結成、24名の会員は職業も多彩で年齢層も20～40

代と広範囲です。年に何回か泊まりがけで青森や秋田等へ主に林道をツーリン

グして技術の向上を目指しています。」ボランティア活動に名のりを上げたき

っかけは「阪神大震災の際、救助にオートバイ

か一番活躍したと警察署から言われたことで

す。ボランティアで救援活動に協力することを　『

約束した宣言書を警察署と読み交わしたの　噌

は全国でも今回が初めてだと聞いています。」

で灘黎難灘蕊慧
は交通指導隊や消防団にも所属していてお忙
しいようですが、今後の活動については「万町聯1

が一に備えて連絡網等を整備し、警察署とも嘩

らい、見直してもらえたら最高ですね。」　　　“』
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第2会議室　　　（⑫2
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福祉事務所相談室　（拶1
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女性政策室　　　⑫2

福祉事務所　　　⑫1

第3会言義室　　　　　＠）3

第4会議室　　　⑫4

青少年相談センター　（⑳4

農林振興センター

第2会議室 ⑫2
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